
１．概要

2008年（平成20年）に発生した台風は22個（平年値

26.7個）と平年値を下回った．５月には４個発生した

が，多くの台風が発生する７～10月の発生数が12個

（平年値18.5個）にとどまった．

日本への接近数は９個（平年値10.8個），本土（北

海道，本州，四国，九州）に接近した台風は３個（平

年値5.2個）といずれも平年値を下回った．また，日

本への台風上陸なし（平年値2.6個）は2000年（平成

12年）以来のことで，1951年（昭和26年）の台風統計

開始以降４回目となった．第１表に台風の発生数，上

陸数，接近数を，第２表に発生した台風の一覧を示

す．

２．日本に影響を及ぼした主な台風

日本に影響した台風（本稿では台風の中心が日本か

ら概ね500kmに入った場合とする）のうち，主な台

風について以下に概要を示す．なお，風速や降水量な

どの観測値を記載する際の観測地点名は，気象台や測

候所などのときはその官署名を，アメダス地点の場合

は都道府県名，市町村名及び地点名（地点名が市町村

名と同じ場合は省略）とした．また，時刻について

は，全て日本時で表記した．被害状況については，主

に気象庁が取りまとめた資料によるが，一部，総務省

消防庁等発表の資料も使用した．第３表に日本に影響

した台風の一覧，第１図にその経路図を示す．

（1）台風第２号（Rammasun）

５月７日09時にフィリピンの東海上で発生した熱帯

低気圧は西へ進み，８日03時に台風第２号となった．

台風は向きを北へ変えて勢力を強めながら進み，10日

21時に同海域で勢力が最大となった．その後，台風は

勢力を弱めながら日本の南海上を北東へ進み，13日09

時に八丈島の南東海上で温帯低気圧に変わった．温帯

低気圧は東北東へ進み，14日21時に日本の東海上で消

滅した．

八丈島では，13日に暴風となり，農作物への被害が

発生した．

（2）台風第３号（Matmo）

５月14日15時にルソン島の東海上で発生した熱帯低

気圧は北東へ進み，15日21時に沖縄の南海上で台風第
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発生数が少なく，日本への上陸はなし

第１表 2008年の台風発生数，日本への上陸数，日本への接近数．

項目 月 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年間

発生数 0.5 0.1 0.4 0.8 1.0 1.7 4.1 5.5 5.1 3.9 2.5 1.3 26.7

平年値 上陸数 0.2 0.5 0.9 0.9 0.1 0.0 2.6

接近数 0.1 0.5 0.7 2.1 3.4 2.6 1.3 0.7 0.1 10.8

発生数 1 1 3 4 5 6 4 24
平成19年
（2007年）

上陸数 1 1 1 3

接近数 1 1 4 3 3 12

発生数 1 4 1 2 4 4 2 3 1 22
平成20年
（2008年）

上陸数 0

接近数 3 1 2 1 2 1 9

（注）・平年値は，昭和46年（1971年）～平成12年（2000年）の30年平均．
・日本への接近は２か月にまたがる場合があり，各月の接近数の合計と年間の接近数とは必ずしも一致
しない．

上陸 台風の中心が北海道，本州，四国，九州の海岸線に達した場合を「上陸」という．小さい島や半島を
横切って短時間で再び海に出た場合は「通過」とする．

接近 台風の中心が，日本の海岸線から300km以内に入った場合を「接近」という．
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第１図 2008年に日本に影響を及ぼした台風の経路図．

第３表 2008年に日本に影響した台風の概要表．

台風
番号

日本への影響
(台風の中心が日本から概ね500kmに入った場合)

月日

始 終
地 域

日本への接近
(台風の中心が日本の海岸線から300km以内に入った場合)

月日

始 終
地 域

上陸，通過

２ 5/11 5/13 沖縄地方，小笠原諸島，伊
豆諸島

5/13 5/13 伊豆諸島 上陸または通過せず

３ 5/15 5/17 沖縄・奄美，小笠原諸島 5/16 5/17 沖縄地方，小笠原諸島 上陸または通過せず

４ 5/19 5/20 沖縄地方，小笠原諸島，東
海地方，関東地方，伊豆諸島

5/19 5/20 沖縄地方，伊豆諸島 上陸または通過せず

５ 6/1 6/3 沖縄地方，小笠原諸島，東
海地方，関東甲信地方，伊
豆諸島

6/3 6/3 伊豆諸島 上陸または通過せず

７ 7/16 7/18 沖縄地方 7/17 7/18 沖縄地方 上陸または通過せず

８ 7/25 7/29 沖縄地方 7/27 7/28 沖縄地方 上陸または通過せず

11 8/15 8/16 九州南部，四国地方，近畿
地方，東日本，東北地方

8/15 8/16 近畿地方，東海地方，関東
地方，伊豆諸島

上陸または通過せず

13 9/10 9/20 沖縄・奄美，西日本，東日
本，東北地方

9/11 9/20 沖縄・奄美，西日本，東日
本，東北地方

上陸または通過せず

15 9/27 10/1 沖縄地方，九州南部・奄美地
方，九州北部地方，四国地方

9/28 10/1 沖縄地方，九州南部・奄美
地方，九州北部地方

上陸または通過せず

22 12/18 12/18 小笠原諸島 上陸または通過せず

＊台風の中心が日本の海岸線から300km以内に入った場合を「日本に接近した台風」という．ただし，現在は気象
官署からの距離で計算している．

＊台風の中心が日本から概ね500kmに入った場合を本稿では「日本に影響した台風」とした．
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３号となった．台風は東北東へ進みながら勢力を強

め，16日15時に日本の南海上で勢力が最大となった．

その後，台風は向きを東へ変えながら勢力を弱め，硫

黄島の北海上で17日09時に熱帯低気圧に変わり，17日

15時に消滅した．

（3）台風第４号（Halong）

５月14日21時に南シナ海で発生した熱帯低気圧は北

へ進み，次第に向きを北東へ変えながら，16日15時に

台風第４号となった．台風は勢力を強めながら進み，

ルソン島の西岸沖で勢力が最大となった．その後，台

風はルソン島の北部に上陸して一旦勢力が弱まった

が，ルソン島を通過後，再びゆっくりと勢力を強め

て，沖縄の南海上へ進んだ．台風はその後も北東へ進

み，徐々に勢力を弱め，20日21時に八丈島の南東海上

で温帯低気圧に変わった．温帯低気圧は日本の東海上

を北東へ進み，24日21時にカムチャツカ半島の南東海

上で消滅した．

（4）台風第５号（Nakri）

５月26日15時にヤップ島の東海上で発生した熱帯低

気圧は北西へ進み，27日15時にヤップ島の北海上で台

風第５号となった．台風はゆっくりと北西へ進みなが

ら勢力を強め，29日21時に勢力が最大となった．台風

は６月１日にかけて勢力を弱めながら向きを北へ変

え，沖の鳥島の西海上を通過した．台風は２日の午前

中，再びわずかに勢力を強め，日本の南海上を北東へ

進んだ．その後台風は勢力を弱め，３日15時に八丈島

の東海上で温帯低気圧に変わった．温帯低気圧は東へ

進み，６日09時前に経度180度線を越えた．

（5）台風第７号（Kalmaegi）

７月13日15時にフィリピンの北東海上で発生した熱

帯低気圧は南西へ進み，15日15時に台風第７号となっ

た．台風は向きを北へ変え，17日には先島諸島の南海

上を北西に進み，強い勢力となった．その後，夜には

台湾に上陸し，19日03時に中国の南東部で熱帯低気圧

に変わった．熱帯低気圧は向きを北東へ変えて黄海を

進み，20日21時に温帯低気圧に変わった．温帯低気圧

は朝鮮半島を通過後，24日21時にオホーツク海で消滅

した．

沖縄県八重山地方の海上では波の高さが6mを超

える大しけとなり，18日には与那国町与那国島で最大

瞬間風速27.3m/sが観測された．このため，離島航

路や航空機の欠航などの交通障害や農業被害が発生

し，与那国町の一部では停電被害があった．

（6）台風第８号（Fung-wong）

７月24日09時に南大東島の南海上で発生した熱帯低

気圧は西に進み，25日15時に台風第８号となった．台

風は勢力を強めながら沖縄の南海上を西に進み，27日

には強い勢力となり先島諸島の南海上を北西に進ん

だ．台風は28日09時前に台湾に上陸して勢力を弱め，

台湾を通過後，華南へ上陸した．その後台風は北へ進

み，29日21時に熱帯低気圧に変わり，８月１日09時に

消滅した．

沖縄県八重山地方では暴風や大雨となり，海上では

波の高さ8mを超える大しけとなった．与那国町与

那国島では28日に最大瞬間風速37.0m/sが観測され，

総雨量は石垣市川平で205.0mmなどとなった．この

ため，離島航路や航空機の欠航などの交通障害や農業

被害，停電の被害が発生した．

（7）台風第11号（Vongfong）

８月14日03時に南大東島の南東海上で発生した熱帯

低気圧は北北東へ進み，15日15時に日本の南海上で台

風第11号となった．台風は向きを東北東に変え，八丈

島の南海上を進み，16日15時に日本の東海上で勢力が

最大となった．台風はその後も東北東へ進み，18日09

時に千島の東海上で温帯低気圧に変わり，19日03時前

に経度180度線を越えた．

16日から17日は，日本海沿岸から東北地方へのびる

前線が九州地方から本州南岸まで南下し，台風によっ

てもたらされた暖かく湿った空気の流れ込みにより大

雨となった関東地方をはじめ，九州地方，中国地方，

北陸地方で大雨となった．

各地で土砂災害が発生したほか，富山県，栃木県を

中心とした住家の浸水被害や，広島県，関東地方での

落雷による大規模な停電が発生した．また，16日には

栃木県鹿沼市で局地的な大雨により東北自動車道のア

ンダーパスが冠水し，乗用車が水没して１名が死亡す

る事故が発生した．

（8）台風第13号（Sinlaku）

９月８日09時にルソン島の東海上で発生した熱帯低

気圧は北北西へ進み，９日03時に台風第13号となっ

た．台風は進路を北北西に保ったまま勢力を強め，12

日には先島諸島の南海上を非常に強い勢力を維持した

ままゆっくりと北西に進んだ．13日には与那国島近海

を通過し，台湾北部へ向かった．その後，東シナ海で

一旦勢力を弱めたが，18日には九州の南海上で再び暴

風域を伴い，20日朝にかけて四国沖から本州南岸を東

に進んだ．台風は21日09時に日本の東海上で温帯低気
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圧に変わり，24日03時に日本のはるか東海上で消滅し

た．

沖縄県八重山地方では大雨や暴風と，海上では波の

高さが9mを超える猛烈なしけが長時間にわたり，

与那国町与那国島では13日に62.8m/sの最大瞬間風

速と，９月の月間平均雨量（242.3mm）の３倍を超

えて観測史上１位を更新する769.5mmの24時間雨量

が観測された．また，台風の通過した屋久島，種子島

や伊豆諸島などでも暴風となり，西日本から東日本の

太平洋側では前線の影響も加わり大雨となった．各地

の24時間雨量は，18日には鹿児島県肝付町甫与志岳で

427.0mm，19日には三重県尾鷲市で759.0mm，宮崎

県日南市油津で346.0mmなどとなった．

八重山地方や九州南部を中心に，大雨や暴風による

住家損壊や浸水害，土砂災害，農業被害，大規模な停

電が発生した．住家被害は全壊７棟，半壊・一部損壊

75棟，床上浸水87棟，床下浸水613棟となった．また，

高波による港湾施設被害や離島航路，航空機の欠航な

どの交通障害も発生した．

（9）台風第15号（Jangmi）

９月24日09時にヤップ島の北海上で発生した熱帯低

気圧は西北西へ進み，24日21時にフィリピンの東海上

で台風第15号となった．27日には猛烈な勢力となり沖

縄の南海上を北西へ進んだ．28日には勢力を維持した

まま先島諸島の南海上を北西へ進み，台湾に上陸後，

向きを北に変えて勢力を弱めた．その後，台風は東シ

ナ海を北東へ進み，10月１日09時に九州の南海上で温

帯低気圧に変わった．温帯低気圧は２日の午後遅く

に，速度を遅くしながら向きを南へ変え，５日15時に

小笠原諸島近海で消滅した．

沖縄県八重山地方では，28日から29日にかけて暴風

となり，与那国町与那国島では最大瞬間風速49.2m/

sが観測された．また，28日には大雨となり，海上で

は波の高さが9mを超える猛烈なしけとなった．九

州の南海上には27日から10月１日にかけて前線が停滞

し，29日以降は台風からの暖かく湿った空気の流れ込

みにより前線の活動が活発となった．このため，九州

南部を中心に大雨となり，総雨量は鹿児島県さつま町

さつま柏原で379.0mm，宮崎県宮崎市青島では354.0

mmなどとなった．

この大雨や暴風により，各地で農業被害が発生し，

九州南部では土砂災害や林業被害が発生した．また，

沖縄県では離島航路，航空機の欠航などの交通障害や

停電などが発生し，八重山地方を中心に高波による港

湾施設被害も発生した．

（10）台風第22号（Dolphin）

12月11日15時にグアム島の南海上で発生した熱帯低

気圧は西へ進み，13日03時にマリアナ諸島の西海上で

台風第22号となった．台風はその後も西へ進み，15日

09時に向きを急に北へ変え，16日03時にフィリピンの

東海上で勢力が最大となった．台風は次第に勢力を弱

めながら向きを東北東へ変え，小笠原諸島の南海上

で，18日21時に温帯低気圧に変わり，19日09時に消滅

した．

（気象庁予報部予報課）
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